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イノベーション人材育成推進教員活用事業（算数・数学）では、各域内の小・中学校各１名の先生方

にそれぞれ年 2 回研究授業を提供していただき、授業後は参観された先生方とともに、算数・数学の授

業改善について話し合える機会を設けています。また、文部科学省視学官、国立教育政策研究所学力調

査官や県内外の大学の先生を講師とした講演会を予定している回もあります。授業を参観させていただ

くことは、自分の授業を見つめ直す機会になるとともに、指導方法や指導技術についても情報交換がで

きる有益な機会です。算数・数学の指導について、多くの皆さんと語り合うことができればと思ってお

りますので、先生方の積極的な御参加をお待ちしております。なお、参加申込につきましては、各教育

事務所の案内によりお申し込みいただきますが、旅費の関係から域内を越えて参加することができない

ことを御了承ください。 
 

【イノベーション人材育成推進教員活用事業（算数・数学）開催期日一覧表】 

算数・数学の授業改善に向けて みんなで語り合いましょう 

域 

内 

教 科 

会場校 
回 期 日 研究授業単元名 講演会講師 

県  

 

北 

算数科 

大玉村立大山小学校 

１ １０月 ２日（木） 分数のたし算とひき算  

２  １月２３日（金） 正多角形と円周の長さ 小山 雅史 学力調査官 

数学科 

伊達市立梁川中学校 

１ ６月１９日（木） 平方根  

２  ９月１８日（木） 関数ｙ＝ａx² 福島大学 森本 明 教授 

県  

 

中 

算数科 

鏡石町立第一小学校 

１  ９月１９日（金） 分数と小数、整数の関係 東北福祉大学 菅原 敏彦 教授 

２ １１月１２日（水） 分数のたし算とひき算  

数学科 

平田村立ひらた清風中学校 

１  ７月 ９日（水） 文字と式  

２ ９月 ５日（金） 方程式 島尾 裕介 学力調査官 

県  

 

南 

算数科 

西郷村立熊倉小学校 

１  ９月 ９日（火） 比例と反比例  

２ １２月１２日（金） 並べ方と組み合わせ方 岩手大学 佐藤 寿仁 准教授 

数学科 

西郷村立西郷第二中学校 

１  ７月 ４日（金） 文字と式 水谷 尚人 文科省視学官 

２ １０月１０日（金） 方程式  

会  

 

津 

算数科 

会津若松市立城西小学校 

１  ６月１８日（水） 小数の倍 小山 雅史 学力調査官 

２ １０月 ９日（木） 分数のたし算とひき算  

数学科 

会津若松市立一箕中学校 

１  ７月１０日（木） 平方根  

２ １１月１９日（水） 相似な図形 東北福祉大学 菅原 敏彦 教授 

南

会

津 

算数科 

南会津町立桧沢小学校 

１  ６月１０日（火） 小数のわり算（５年）、分数÷分数（６年）  

２ １２月 ８日（月） 単位量あたりの大きさ（５年）、並べ方と組み合わせ方（６年） 東北福祉大学 菅原 敏彦 教授 

数学科 

檜枝岐村立檜枝岐中学校 

１  ７月 ３日（木） ２次方程式  

２ １１月１８日（火） 相似な図形 東北福祉大学 菅原 敏彦 教授 

相  

 

双 

算数科 

南相馬市立原町第三小学校 

１  ７月 ３日（木） のこりはいくつ  

２ １０月１４日（火） たしざん 小山 雅史 学力調査官 

数学科 

南相馬市立鹿島中学校 

１  ６月１９日（木） 連立方程式 福島大学 森本 明 教授 

２ １１月２５日（火） 図形の性質と合同 福島大学 森本 明 教授 

い

わ

き 

算数科 

いわき市立泉北小学校 

１ ７月１５日（火） ちがいに注目して 福島大学 森本 明 教授 

２ １２月 ９日（火） 垂直、平行と四角形 福島大学 森本 明 教授 

数学科 

いわき市立藤間中学校 

１  ９月 ８日（月） 一次関数  

２ １１月１４日（金） 平行と合同 島尾 裕介 学力調査官 

 



今回は中学校数学の問題です。この問題はドイツの数学者ロータ

ー・コラッツによって提唱され、数学の未解決問題として知られて

いる「コラッツ予想」を基に作られています。ある程度の数までは

正しいことが確認されていますが、すべての数については確認でき

ていません。問題の内容は、小学生でも理解できると思いますの 

で、ぜひチャレンジしてほしいと思います。 

 

（１）太郎さんの誕生日として 

考えられる日付は３月何日 

と何日ですか。 

 

 

（２）今日、１０月２０日から 

来年３月３１日までの間の 

日付のなかで、花子さんの 

ように誕生月と日から求め 

た和の数で試したとき、計 

算を７回繰り返すと１にな 

る日付は全部で何通りあり 

ますか。 

【解答例】 

（２）（１）より、１になるまでに５回繰り返す数は「５」と「３２」の２つである。  

この結果から、７回繰り返して１になるまでの数を考えると，次の場合が考えられる。 

 ３ →１０→ ５→１６→８→４→２→１（計算①②①②②②②の７回） 

 ２０ →１０→ ５→１６→８→４→２→１（計算②②①②②②②の７回） 

 ２１ →６４→３２→１６→８→４→２→１（計算①②②②②②②の７回） 

 １２８ →６４→３２→１６→８→４→２→１（計算②②②②②②②の７回） 

 よって、７回繰り返して１になる数は、３、２０、２１、１２８である。 

ここで、誕生月と日の和が最大になるのは、１２月３１日の「４３」であるため、  

１２８は適さない。 

したがって、次の（ア）、（イ）、（ウ）の場合を考える。  

（ア）和が３になる場合 １月２日，２月１日 

（イ）和が２０になる場合 １１月９日、１２月８日、１月１９日、２月１８日、３月１７日  

（ウ）和が２１になる場合 １１月１０日、１２月９日、１月２０日、２月１９日、３月１８日 

よって、条件を満たす日付は、全部で １２通り である。 

【解答例】 

 

（１）計算結果が１になるときの直前の計算は、 

②の「２÷２＝１」である。 

 計算結果が２になるときの直前の計算は、 

②の「４÷２＝２」である。  

計算結果が４になるときの直前の計算は、 

②の「８÷２＝４」である。 

 計算結果が８になるときの直前の計算は、 

②の「１６÷２＝８」である。 

    ここで．計算結果が１６となる数を考えると、 

次の（あ），（い）の場合がある。 

（あ）直前の計算が①の場合は、 

「５×３＋１＝１６」である。  

（い）直前の計算が②の場合は、 

「３２÷２＝１６」である。 

 ５回繰り返して１になるのは、「５」、「３２」 

である。 

  ５ → １６ → ８ → ４ → ２ → １ 

  （計算①②②②②の５回） 

  ３２ → １６ → ８ → ４ → ２ → １ 

    （計算②②②②②の５回）  

したがって，誕生月と日の和が「５」と「３２」 

の場合を考えればよいので， 

太郎さんの誕生日を３月𝓍日とすると， 

３＋𝓍＝５ より 𝓍＝２、 

 ３＋𝓍＝３２ より 𝓍＝２９ である。 

よって、太郎さんの誕生日は、 

３月２日 または ３月２９日 である。 


